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市政だより

昭和54年 6月1白地868

人口の動き

5月 1日 現 在 前月比

計

数
日

男

女

帯

人

世

6 4.7 1 7 + 299 
3 1.1 3 5 + 137 
33.582 +162 
18.204 +277 
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歯の衛生週間
6月4日から10日まで「歯の衛生週間」です。

6は「むJ4は「し」一一つまり、むし歯にならな

いように、歯を清潔に保とうというものです。

6 月 4 日~ 10日

乙の機会にいま一度、子供の歯の状態をチェックし

て、むし歯の早期発見、早期治療を心がけて下さい。

写真は福重小学校の子供たちで、毎日給食が終ると

全校生徒が歯をみがいています。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/秘書広報課 印副所/九州凸版株式会社

O 

乙

こ

を

と

じ

て

く

だ

しさ

し、

O 



(2' おおむら市政だより昭和54年 6月 1日
則川m川m川川刷111111川川川川川山川川川川川川UII川11川川川|川UII川11川11川川111川11川11川1111附l刷UlllllilllIllIlIIlIlIlIlIIlIlllIllIlIIllIIlIUlIIIIIIIIIIIlUlIIllIHlI'

福
祉
医
療
費

受
給
資
格
者
証
を
更
新

6
月

旬

日

か

七
十
歳
以
上
の
老
人
、
身
体
障

害
者
、
母
子
、
寡
婦
な
ど
が
使
用

さ
れ
て
い
る
福
祉
医
療
費
受
給
資

格
者
証
の
有
効
期
限
が
六
月
三
十

日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
資
格
者

証
を
更
新
し
ま
す
。

該
当
者
は
も
れ
の
な
い
よ
う
に

福
祉
課
へ
申
請
し
て
下
さ
い
。

申
請
さ
れ
る
時
は
現
在
使
用
さ

れ
て
い
る
資
格
者
証
の
ほ
か
次
の

り

も
の
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

。
老
人
医
療
該
当
者
は
印
鑑
、
健

康
保
険
証

。
心
身
障
害
者
医
療
該
当
者
は
身

体
障
害
者
手
帳
あ
る
い
は
療
育

手
帳
、
印
鑑
、
健
康
保
険
証

。
母
子
・
寡
婦
医
療
該
当
者
は
印

鑑
、
健
康
保
険
証

O
次
の
人
は
昭
和
五
十
四
年
度
の

所
得
証
明
書
が
必
要
で
す

一

福

祉

基

金

へ

寄

付

一

一

久

原

郷

の

横

内

寛

さ

ん

一

一

久

原

郷

の

高

木

邦

彦

さ

ん

一

一
久
原
郷
の
横
内
寛
さ
ん
は
、
万
円
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
一

一
亡
妻
恒
さ
ん
の
忌
明
に
際
し
、
た
め
に
と
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
一

一
そ
の
ど
遺
志
に
よ
る
も
の
と
し
乙
の
尊
い
ど
遺
志
を
十
分
に
一

一
て
五
十
万
円
、
ま
た
、
久
原
郷
生
か
し
、
福
祉
基
金
と
し
て
福
一

一
の
高
木
邦
彦
さ
ん
も
、
亡
父
隆
祉
行
政
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
一

一

虎

さ

ん

の

忌

明

に

際

し

、

そ

の

く

予

定

で

す

。

-

一

ど

遺

志

に

よ

る

も

の

と

し

て

百

一

※ 

。
本
年
一
月
一
日
以
後
に
転
入

し
て
き
た
人

。
扶
養
義
務
者
が
市
外
に
い
る

人
申
請
期
間
中
、
各
出
張
所
に
次

の
日
程
で
福
祉
課
よ
り
出
向
き
受

付
を
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
以
外
は
出
張
所
で

は
で
き
ま
せ
ん
。

〔
申
請
書
受
付
日
程
〕

-
三
浦
出
張
所

・
鈴
田
出
張
所

.
萱
瀬
出
張
所

六
月
十
九
日

六
月
十
九
日

六
月
二
十
日

-
福
重
出
張
所

六
月
二
十
日

-
松
原
出
張
所

六
月
二
十
五
日

-
竹
松
出
張
所

六
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日

-
西
大
村
出
張
所

六
庁
二
十
六
日
・
二
十
七
日

-
大
村
地
区

六
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日

出
張
所
地
区
は
い
ず
れ
も

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

福
祉
手
当
所
得
状
況
屈
は

6 

在
宅
の
重
度
障
害
者
に
支
給
し

て
い
ま
す
福
祉
手
当
を
現
在
受
け

て
い
る
人
、
ま
た
、
現
在
支
給
停

止
に
な
っ
て
い
る
人
は
、
毎
年
六

月
に
福
祉
手
当
所
得
状
況
届
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
人
は
、
六
月
二
十

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

月

初

日

ま

で

に

日
ま
で
に
福
祉
課
に
提
出
し
て
下

さ
い
。こ

の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
支

給
停
止
に
な
り
ま
す
の
で
必
ず
提

出
し
て
下
さ
い
。

※
所
得
状
況
届
は
福
祉
課
、
ま
た

は
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

川
「
古
い
郷
土
の
写
真
を
|
」

一

一

市

立

史

料

館

'

「

|

|

|

お

貸

し

下

さ

い

し

一

市
立
史
料
館
で
は
、
戦
前
の
写
真
は
変
色
し
て
い
て
も
か
・

一
大
村
を
写
真
で
み
る
展
示
会
を
ま
い
ま
せ
ん
。
お
持
ち
の
方
は
・

目
企
画
し
て
い
ま
す
。
ど
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸
で
す
い

み
な
さ
ん
が
お
持
ち
の
風
景
連
絡
先
市
立
史
料
館
(
図
書
山

(
建
物
、
市
街
)
お
祭
り
な
ど
館
二
階
〉
雷
③

i
一
九
七

H

山

な

ん

で

も

結

構

で

す

の

で

、

お

九

円

山
貸
し
下
さ
る
よ
う
ど
協
力
を
お
期
限
六
月
三
十
日
ま
で

山
願
い
し
ま
す
。

皆さんのご協力を

商業統計調査

商業実態基本調査

商
業
統
計
調
査
は
、
統
計
法
に

基
づ
い
て
通
産
省
が
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
今
回
は
十
四
回
目
の
調

査
に
当
た
り
、
六
月
一
日
現
在
で

行
い
ま
す
。

乙
の
調
査
は
、
全
国
の
卸
売
業

小
売
業
、
飲
食
居
な
ど
を
営
ん
で

い
る
す
べ
て
の
商
庖
を
も
れ
な
く

調
査
す
る
「
商
業
の
国
勢
調
査
」

で
、
全
国
的
な
商
品
の
流
れ
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
乙
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

商
業
実
態
基
本
調
査
も
統
計
法

に
基
づ
く
も
の
で
、
今
回
は
四
回

自
に
当
り
ま
す
。

乙
の
調
査
は
、
商
業
の
経
営
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
中
小
商
業

施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
全
国
の
卸
売
業
、
小

売
業
に
属
す
る
事
業
を
経
営
す
る

企
業
の
う
ち
、
通
産
大
臣
が
指
定

す
る
も
の
に
つ
い
て
六
月
一
日
現

在
で
行
い
ま
す
。

六
月
一
日
か
ら
あ
な
た
の
事
務

所
、
お
庖
な
ど
に
調
査
員
が
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ど
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

下
水
道

f 町務連絡員 、
し-総会行われるJ

住
み
よ
い
町
の

町
務
連
絡
員
総
会
が
五
月
十
八

日
、
中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
に
百

七
十
七
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。永

年
勤
続
者
十
四
人
の
表
彰
が

あ
り
ま
し
た
が
、
表
彰
を
受
け
た

人
は
次
の
人
た
ち
で
す
。

村
木
一
雄
さ
ん

(池
田
十

一
区

・
二
十
五
年
)

田
崎
千
歳
さ
ん

(
平
・
十
年
〉

西
謙
太
郎
さ
ん

(下
久
原

・
十
年
)

坂
口
敏
雄
さ
ん

(荒
平
・
十
年
)

田
中
文
夫
さ
ん

永年勤続者を表彰

(下
杭
出
津

・
十
年
)

蒲
池
清
さ
ん

(
上
小
路

・

五
年
)

溝
江
久
雄
さ
ん

(
小
佐
古

・

五
年
)

橋
村
茂
さ
ん

(
水
田
一
区

・
五
年
)

田
崎
鶴
一
さ
ん

(向
陽
町
・

五
年
)

林
国
雄
さ
ん

(徳
泉
川
内

・
五
年
)

基
礎
づ
く
り

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

中
山
勝
さ
ん

(
諏
訪
八
区
・

五
年
)

原
口
政
一
さ
ん

(
宮
小
路
三
丁
目
・

五
年
)

松
尾
実
さ
ん

(皆
同

・
五
年
)

川
上
圭
次
郎
さ
ん

(
中
央
町
・
五
年
)

危
い
ノ
.
原
付
の

2
人
乗
り

重
傷
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す

原
付
自
転
車
の
二
人
乗
り
は
危

険
で
す
。

去
る
五
月
一

日
、
市
内
で
原
付

自
転
車
と
普
通
乗
用
車
が
衝
突
し

原
付
自
転
車
に
乗

っ
て
い
た
婦
人

と
う
し
ろ
の
座
席
に
乗
っ
て
い
た

一
歳
の
幼
児
が
道
路
に
転
倒
し
て

幼
児
が
頭
の
骨
を
折
る
と
い
う
重

傷
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

原
付
自
転
車
は
道
路
交
通
法
で

二
人
乗
り
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

が、

そ
の
原
付
自
転
車
は
う
し
ろ

に
座
席
を
着
け
て
い
た
こ
と
が
乙

の
事
故
の
発
端
に
あ
っ
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

原
付
自
転
車
は
乗
用
設
備
を
設

け
て
は
い
け
ま
せ
ん
@
警
察
で
は

原
付
自
転
車
の
販
売
庖
に
対
し
て

こ
の
よ
う
な
設
備
を
し
な
い
よ
う

ま
た
、

設
備
を
し
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
取
り
は
ず
し
て
も
ら
う

よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
原

付
自
転
車
を
持

っ
て
い
る
人
は
こ

の
事
故
を
教
訓
と
し
て
設
備
を
し

な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
設
備
を
し

て
い
る
人
は
単
く
取
り
は
ず
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す。

原
付
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
必

ず
ヘ

ル
メ

ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ

，っ
。原

付
自
転
車
が
衝
突
し
た
り
転

倒
し
た
り
す
る
と
頭
を
打

っ
て
死

亡
す
る
重
大
事
故
に
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
着
用
し

て
事
故
防
止
に
つ
と
め
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
大
村
警
察
署
〉

一

国
鉄
で
は
六
月
一

日

1
干

一
日
ま
で
を
「
鉄
道
妨
害
防
止
運

-
動
期
間」

と
し
て、

踏
切
事
故

↑
や
線
路
付
近
で
の
遊
び
な
ど
を

一
な
く
す
運
動
を
推
進
す

.
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

一

例
年
乙
の
時
期
に
は

動

一
子
供
の
線
路
付
近
で
の

Z
-

-
遊
び
に
よ
る
ケ
ガ
ゃ
い

-
J

~
た
ず
ら
な
ど
が
ふ
え
て

止

い
ま
す
。

ドー
J

一

特
に
最
近
は
各
地
で

K
L

-
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注

意

書

一
に
よ
る
大
き
な
踏
切
事

妨

↑
故
が
発
生
し
て
い
ま
す

I-

一

こ

の

よ

う
な
事
故
が

-
1

一
発
生
し
な
い
よ
う
国
鉄

鉄

一
で
は
沿
線
や
踏
切
の
巡

-
回
を
頻
繁
に
し
て
、

踏

一
切
の
通
行
指
導
や
沿
線
の
取
締

~
り
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

一

次
の
乙
と
を
守
っ
て
こ
の
よ

耳

と

言

葉

6 

月
午

う
な
事
故
の
防
止
に
ど
協
力
を

-

お
願
い
し
ま
す
。

一

O
線
路
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
絶
対
に
通
つ

て
は
い
け
一

ま
せ
ん
。
線
路
付
近
一

で
遊
ん
で

い
る
人
を

一

見
か
け
た
ら
注
意
し
一

合少
し
ょャっ
。

一

目

。
踏
切
で
は
必
ず

一
時

一

。

停
止
し
て
安
全
を
確

一

寸

め

て

か

ら

通

る
よ
う
一

日

に

し

ま
し
ょ
う
。

;

一

1

0
も
し
踏
切
で
エ
ジ
コ
-

月

し

た
場
合
は
、

ま
ず

…

i

列
車
を
停
車
さ
せ
る

山
• 

方
法
を
と
り
ま
し
ょ
一

，

っ

。

一

O
踏
切
の
非
常
ボ
タ
ジ
一

は
、
非
常
の
場
合
の
…

ほ
か
は
絶
対
に
使
用
し
な
い

.

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一

(長
崎
鉄
道
公
安
室
)一

の

相

談

日

16 

八
土
)

日

後

時

時

福

祉

ン

タ

セ
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く〉

，、日

ぎ要

ぷ3
2言
52 
需
を

雨
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
に
は
、
毎
年

大
な
り
小
な
り
雨
水
な
ど
に
よ
る

被
害
が
各
地
で
出
て
い
ま
す
。

単
に
天
災
と
い
う
乙
と
で
済
ま

す
こ
と
な
く
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
小
さ
な
注
意
で
未
然
に
防
ぐ

乙
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
日
頃
の
心
‘
が
ま
え

-
過
去
に
学
ぼ
う
災
害
は
繰
り

返
し
起
乙
る
も
の
で
す
。
過
去

に
ど
ん
な
被
害
を
受
け
た
か
知

っ
て
お
く
乙
と
が
非
常
に
大
切

で
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
機

会
に
お
と
し
よ
り
の
話
し
を
聞

い
た
り
し
て
、
過
去
の
災
害
例

な
ど
を
知
っ
て
お
く
よ
う
に
し

古
?
し
ょ
・
っ
。

-
地
域
の
特
性
を
知
ろ
う

皆
さ

ん
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
安

全
で
し
ょ
う
か
。
川
や
が
け
の

位
置
、
地
質
、
地
盤
の
高
さ
、

強
さ
な
ど
の
特
性
を
知
り
、
市

役
所
に
聞
く
な
ど
し
て
、
ど
ん

な
災
害
が
起
き
や
す
い
か
知
つ

避

難

場

所

非
常
の
場
合
は
最
寄
り
の
避
難
場

所
へ
避
難
し
て
下
さ
い

(
)
内
は
電
話
番
号
、
収
容
人
員

市
民
体
育
館
(
曾
③
l
一
五
五

・
千
人
)
園
芸
高
校
(
曾
②
l

て
お
く
乙
と
が
必
要
で
す
。

-
環
境
の
変
化
に
注
意
し
よ
う

山
林
の
伐
採
、
池
の
埋
立
、
宅

地
造
成
な
ど
、
環
境
の
変
化
に

よ
っ
て
災
害
発
生
の
様
相
が
変

わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
わ

り
の
変
化
に
よ
く
注
意
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

@
い
ざ
と
い
う
と
き
一の

準
備

-
気
象
情
報
に
注
意
し
よ
う

災

害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

台
風
、
降
雨
な
ど
の
規
模
、
強

さ
を
知
っ
て
お
き
、
ど
ん
な
災

害
が
起
き
る
お
そ
れ
が
あ
る
か

を
あ
ら
か
じ
め
知
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
ま
ず

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
新
し

い
気
象
情
報
を
知
り
ま
し
ょ
う

次
に
、
す
で
に
被
害
の
出
て
い

る
状
況
は
、
自
分
の
と
こ
ろ
で

も
ど
ん
な
災
害
が
起
き
る
か
を

知
る
何
よ
り
の
手
が
か
り
で
す

よ
そ
ご
と
と
は
思
わ
ず
注
意
を

二
七
四
八
・
五
百
人
)
大
村
高
校

(
曾
②
|
二
六
六

0
・
五
百
人
)

市
役
所
(
雷
③
|
四
一

一
一
・
五

百
人
)
大
村
小
学
校
(
富
@

|

七
一
一
七
・
五
百
人
)
市
民
会
館

(
一
宮
②
|
二
七
三
九
・
千
人
)
三

城
小
学
校
(
雷
③
l
三

二
三
四

・

五
百
人
)
市
武
道
館
(
曾
②
i
四

八
四
六
・
千
八
百
人
)
犬
村
市
農

協
会
館
(
曾
③
l
六

一
六
一
・
五

百
人
)
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
富

|非常用品|

払
い
対
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

-
避
難
の
準
備
を
し
て
お
こ
う

危
険
が
せ
ま
る
前
に
避
難
場
所

や
道
順
、
避
難
命
令
の
出
さ
れ

方
、
伝
達
の
方
法
を
警
察
や
消

防
団
に
確
か
め
、
家
族
や
町
内

会
、
地
域
の
人
た
ち
と
話
し
合

っ
て
お
く
乙
と
が
必
要
で
す。

-
危
険
が
せ
ま
っ
た
ら
す
ぐ
避
難

し
よ
う
河
川
の
氾
ら
ん
、
山

崩
れ
、
が
け
崩
れ
、
高
潮
な
ど

は
必
ず
あ
っ
と
い
う
ま
に
起
乙

り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断

や
家
財
道
具
へ
の
執
着
が
避
難

を
遅
ら
せ
、
大
事
を
招
い
た
例

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
危
険

が
せ
ま
っ
た
ら
何
よ
り
も
早
自

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

①
避
難
す
る
時
の
持
ち
物
は
最

少
限
に
、
身
じ
た
く
は
身
軽

な
照
装
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
場
所
で
は
リ
ー
ダ
ー
の

指
揮
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

③
i
一一
一一
五
一
・

五
百
人
)
本
経

寺
(
電
②
|
三
二
二
二
・
二
百
人
)

E
法
寺
(
曾
②
|
二
二
四
七

・
百

人
)
中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
(
富

③
|
一
三
七
六
・
三
百
人
)
西
大

村
中
学
校
(
鎗
③
|
二
三
六
0
・

五
百
人
)
中
央
小
学
校
(
曾
③
|

二
O
四
六
・

五
百
人
)
放
虎
原
小

学
校
(
蜜
④
|
二
八
一
五
・
三
百

人
)
西
て
村
小
学
校
(
震
③
|
二

六
七

0
・
五
百
人
)
環
訪
公
民
館

(
百
人
)
池
田
公
民
館
(
百
人
)

ろ
う
学
校
(
雷
@
l
二
四
四
四
・

三
百
人
)
竹
松
小
学
校
(
曾
⑤
|

八
二
二
四

・
五
百
人
)
竹
松
出
張

所
(
雷
⑤
|
八
三
一

四
・
三
百
人
)

福
重
小
学
校
(
雷
⑤
|
八
五
二
四

・
五
百
人
)
郡
中
学
校
(
曾
⑤
|

八
三
一
四
・
五
百
人
)
福
重
出
張

所
(
曾
⑤
|
八
六
一
四
・
二
百
五

十
人
)
松
原
小
学
校
(
曾
@
l
八

六

一
九
・
五
百
人
)
萱
瀬
中
学
校

(曾
⑤
|
七
O
O
四
・
五
百
人
)

萱
瀬
小
学
校
(
愈
⑤
|
七
O
O
ニ

・
五
百
人
)
萱
瀬
出
張
所
(
曾
⑤

|
七

O
O
一
・
二
百
人
)
鈴
田
小

学
校
(
曾
②
l
四
三
二
二
・
三
百

人
)
三
浦
小
学
校
(
曾
③
|
四
三

一
八
・
三
百
人
)
玖
島
中
学
校
へ
曾

③
l
三
四

O
一
・
五
百
人
)

※
各
避
難
場
所
の
責
任
者
は
、
消

防
分
団
長
、
町
務
連
絡
員
で
す

主
な
注
意
報

と
警
報

注
意
報
と
は
H
気
象
現
象
な
ど
に

よ
り
、
県
内
の
ど
乙
か
に
被
害

が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
一
般
の

注
意
を
喚
起
す
る
た
め
気
象
官

署
が
発
表
す
る
も
の
。

警
報
と
は
U

気
象
現
象
な
ど
に
よ

り、

県
内
の
ど
こ
か
に
大
き
な

災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
予
想
さ
れ
る
場
合
に

一
般
の

警
戒
を
・
つ
な
が
す
た
め
に
気
象

官
署
が
発
表
す
る
も
の
。

強
風
注
意
報
H
平
均
風
速
が
毎
秒

十
メ
ー
ト
ル
を
乙
え
る
と
予
想

さ
れ
る
と
き
。

風
雨
注
意
報
H

普
通
以
上
の
雨
を

伴
い
平
均
風
速
が
毎
秒
十
メ
ー

ト
ル
を
こ
え
る
と
予
想
さ
れ
る

と
き
。

大
雨
注
意
報
H

一
時
間
雨
量
が
二

0
ミ
リ
以
上
、
ま
た
は
三
時
間

雨
量
が
四

0
ミ
リ
以
上
、
ま
た

は
二
十
四
時
間
雨
量
が
七

0
ミ

リ
を
乙
え
る
と
与
想
さ
れ
る
と

品
c
o

雷
雨
注
意
報
H
激
し
い
雷
雨
が
起

乙
っ
て
落
雷
の
お
そ
れ
が
あ
る

ん
』
キ
c
o

-

洪
水
注
意
報
H

二
十
四
時
間
雨
量

が
一
五

O
ミ
り
を
乙
え
る
と
予

想
さ
れ
る
と
き
。

波
浪
注
意
報
H
風
波
、
ろ
ね
り
な

ど
の
現
象
に
よ
り
船
舶
や
沿
岸

施
設
な
ど
に
被
害
が
予
想
さ
れ

ヲ

hv
ん」
4
c

。

高
潮
注
意
報
日
高
潮
に
よ
っ
て
海

岸
付
近
の
低
い
土
地
に
浸
水
し

ま
た
、
河
口
付
近
の
河
川
の
水

が
増
し
被
害
が
予
想
さ
れ
る
と

品
d
o

異
常
乾
燥
注
意
報
H

空
気
が
異
常

に
乾
燥
し、

火
災
の
危
険
が
大

き
い
と
予
想
さ
れ
る
と
き
。

濃
霧
注
意
報
H

濃
霧
の
た
め
、
交

通
機
関
な
ど
に
著
し
い
支
障
を

お
よ
ほ
す
恐
れ
の
あ
る
と
き
。

暴
風
間
警
報
H

平
均
風
速
が
二
十

メ
ー
ト
ル
を
'乙
え
る
と
予
想
さ

れ
る
と
き
。
(
雨
を
伴
わ
な
い

と
き
も
含
む
)

大
雨
警
報
H

一
時
間
雨
量
が
四

O

ミ
リ
以
上
、
ま
た
は
三
時
間
雨

量
が
八

0
ミ
リ
以
上
、
ま
た
は

二
十
四
時
間
雨
量
が
二

0
0
ミ

リ
を
乙
え
る
と
予
想
さ
れ
る
と

き。

洪
水
警
報
H

二
十
四
時
間
雨
量
が

二
0
0
ミ
リ
を
こ
え
る
と
予
想

さ
れ
る
と
き
。

a 

'
て
る
て
る
坊
主
，

く
も
り
空
か
ら
シ
ト
シ
ト
降
の
聞
に
か
、
照
る
照
る
|
|
て

~
る
雨
|

|
気
分
ま
で
が
シ
メ
リ
る
て
る
坊
主
と
な
ウ
た
と
い
わ

~

v

が
ち
で
す
。
な
ん
と
か
晴
れ
て
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
願
い

ゲ
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
乙
め
て

が
か
な

っ
て
晴
天
に
な
れ
ば
、

f

て
る
て
る
坊
主
の
一
つ
も
軒
先

墨
で
目
を
い
れ
ま
す
。

ー
に
つ
る
し
た
く
な
る
の
が
、
梅
ま
た
、
今
で
乙
そ
軒
先
に
つ

V

雨

シ

ー

ズ

ン

。

る

し

ま

す

が

、

少

し

前

ま

で

は

V

て
る
て
る
坊
主
は
、
平
安
時
「
な
ん
て
ん

〈
南
天
)
」
の
木
一
-

d

代
に
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の

に
か
け
た
も
の
で
す
。

「
な
ん

♂
で
す
が
、
当
時
は
、
よ
く
照
っ
て
ん
」
は
、
難
を
転
じ
る
、
つ
-

九
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
か
ら
ま
り
「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」
口

「
照
れ
照
れ
法
師
」
と
か

「照

に
ひ
っ
か
け
た
わ
け
で
、

雨
が

v

v

り
照
り
法
師
」
と
呼
ん
で
い
た

早
く
上
が
り
、

晴
れ
に
転
じ
て

-

V

と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
が
い
つ
ほ
し
い
と
い
う
切
な
る
願
い
が
)

こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

鴻
遁
擦

や

趨

艦

匂
/
J

歴
の
上
で
は
、
立
春
か
ら
数
日

γ幽
総

一

可

f

え
て
百
三
十
五
日
目
の
六
月
十
日

幾
議
爽

/
d
百

が

入
梅
と
さ
れ
て
い
ま
す
九

緩

ソ

ハ

ト

/

が

、

実

際
に
は
、
か
な
り
の
ズ
川

会
イ
ぃ
1

4

/

レ
が
あ
り
ま
す
。
梅
雨
は

福

山

埼

'
j
l
t
y
w
l

の
雨
期
で、

曇
天
が
多
く
、
日
-
-

a

4

h
 .

.

 
，
照
時
聞
が
少
な
く
、
ふ
だ
ん
に

/

/

J
勾

aa
比
べ
て
雨
量
が
多
く
な
り
手
一
一

ι

体
調
を
く
ず
し
や
す
い
時
期
日
.

/
/
J
a
-
-圃
で

す

。

十

分

ご

注
意
を
。
と
く

H
.

I

-

d

ノ

圃

買

'

に

食
中
毒
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
へ

/

/

凡

/

ど

用

心

。

一
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昭
和
関
年
度
の

商

工

行

政

の

概

要

融

資

制

度

に

つ

L 、
て

中

小

企

業

接

興

資

金

f"""¥融 対融低内た健
円 設 円運資いーま象 資 利各め全市
、備、転条る年た者すで銀、な内

貸 資貸 資件 人以 は る 長 行 市 発 の
付 金 付金 上底市 制期にが展中
期〕期〕 居 舗 内度 の 預 原 に 小
間限間限 住をに で資託資資企
五 度三度 し有住す金しをす 業
年 額 年 額 てし所 。をて市るの
以 五 以 五 ，.......， 

内男 内耳 5億円i融資状況 Ifil
141 
|千|

211万l
億11 1 
81~ 
千
万

金
利

五
・

五
形

保
証
料

0
・
九
八
労

申
込
先
商
工
会
議
所
、
市
内

各
銀
行
、
商
工
観
光
課

日
年
度

臼
年
度

日
年
度

印
年
度

3億円

H意円

2f.意円

勤
労
者
信
用
基
金

県
・
市
・
銀
行
が
一

体
と
な

っ
て
、

未
組
織
労
働
者
の
方
が

住
宅
資
金
や
生
活
資
金
を
容
易

に
借
り
ら
れ
る
制
度
で
す
。

利
用
資
格

同
一
事
業
所
に

年
以
上
勤
務
し
て
い
る
未
組

織
労
働
者

貸
付
額

〔住
宅
取
得
資
金
〕
七
百
万
円

ま
で

〔
住
宅
改
良
資
金
〕
三
百
万
円

ま
で

〔住
宅
用
地
取
得
資
金
〕
三
百

万
円
ま
で

〔
生
活
資
金
〕
百
万
円
ま
で

申
込
先

各
銀
行
及
び
労
働
金

庫

中

小

企

業

短

期

資

金

商
品
の
一
括
仕
入
れ
、
人
件

費
の
支
払
い
な
ど
、

短
期
的
に

必
要
な
資
金
を
融
資
す
る
、

も

っ
と
も
低
利
の
貸
付
制
度
で、

市
か
ら
原
資
の
預
託
を
受
け
た

大
村
信
用
組
合
で
取
扱

っ
て
い

ま
す
。

融
資
条
件

〔
限
度
額
〕
三
百
万
円
〔
貸
付

期
間〕

十
二
カ
月
以
内
〔
金

利
〕
五
・
五
銘

〔保
証
料
〕

0
・
三
が
わ

申
込
先
商
工
会
議
所
、
大
村

信
用
組
合
、
商
工
観
光
課

関係金融機関

諌 商 長 大 西長 九十 親
早 工崎村 H 九 崎 州 H 八 和
信 組県 信 H 州相相 H 銀銀
用 合 労 用 信 互 互 行 行

酉金中働組 用 銀 銀 西 大 竹 駅 大
大康長 央大 金合竹大金大 行大行大村松 前 村
村 崎金村庫 松 村 庫 村 村 村支支支支
支支庫支 支 支 支 支 支 居庖 庖 庖
庖居居 居届 庖庖居

商

エ
中

金

自
工
組
合
中
央
金
庫
は
、

半

官
半
民
の
中
小
企
業
の
金
融
を

取
扱
っ
て
い
る
機
関
で
す
。

貸
付
限
度
額

〔
組
A
己

十
億

円
〔
組
合
員
〕
一

億
円
以
内

十
年

t
十
二
年
以

貸
付
期
間

金
利 内

六
・

八
l
八

・
O
M
m

※
市
も
四
千
万
円
預
託
し
て
い

ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

商
工
業
関
連
団
体
の

同
岡
凶
同
同
」

商
工
会
議
所
は
、
地
域
商
工

業
の
総
合
的
な
改
善

・
発
達
を

図
り
、
社
会
一

般
の
福
祉
の
増

進
に
寄
与
す
る
乙
と
を
目
的
と

し
た
総
合
的
経
済
団
体
で
あ
り

次
の
よ
う
な
乙
と
を
行

っ
て
い

ま
す
。

な
お
、
会
員
に
は
市
内
で
商

工
業
を
営
ん
で
い
る
人
は
誰
で

も
加
入
で
き
ま
す
。

付
意
見
活
動
と
し
て
産
業
の
振

興
や
地
域
の
発
展
の
た
め
、

国
や
行
政
庁
に
意
見
を
結
集

し
て
陳
情
を
行
う

同
金
融
・
税
務

・
経
営

・
経
理

労
務
に
つ
い
て
相
談

・
あ
っ

せ
ん
を
行
う

同
調
査
研
究
、

情
報
の
収
集

同
講
演
会

の
開
催

国
商
取
引
の
紹
介
、
あ

っ
せ
ん

信
用
調
査

講
習
会、

説
明
会

同
商
工
技
術
や
技
能
の
普
及

検
定

同
証
明
や
鑑
定
を
行
・つ

事

業

案

内

内
従
業
員
や
経
営
者
の
た
め
の

保
険
制
度
の
運
営

出
観
光
事
業
を
推
進
(
花
菖
蒲

の
宣
伝
、
大
村
祭
の
開
催
)

大
村
建
築
高
等

職

業

訓

練

校

大
村
建
築
高
等
職
業
訓
練
校

は
、
比
較
的
に
経
験
の
浅
い
建

築
技
能
者

(
大
工

・
左
官
)
に

対
し
て
、
一
一
一
年
間
に
わ
た
り
学

科
と
実
技
を
訓
練
す
る
も
の
で

週
に
二
、
三
回
(
夜
間
六
時
三

十
分

t
九
時
ま
で
)
普
通
学
科

と
専
門
学
科
を
学
ぶ
も
の
で
す

さ
ら
に
、

勉
強
し
た
い
人
は

同
校
に
併
設
さ
れ
て
い
る
建
築

技
術
専
門
学
校

(二
年
間、

夜

間
授
業
)
に
進
学
で
き
ま
す
。

市
も
商
工
業
振
興
策
と
し
て
助

成
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
同
校

(
玖
島
郷
四

九
l
二、

雷
@
l八
三
八
五
)

/
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

¥ 

¥ 
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中
央
商
庖
街
に

ド
ー
ム
型
ア
ー
ケ
ー
ド
街

総延長 580m 

全面テラゾー舗装

下駅通りアーケード

136m 

昭和38年完成

本町3・4丁目アーケード

165m 

昭和53年完成

上駅通りアーケード

145m 

昭和53年完成

本町2丁目アーケード

134m 

昭和46年完成

特

産

品

・

土

産

品

の

紹

介

く
宣大
伝 村
す市
る の
た銘
め産
に
、土

大産
村品
市を
物広

産
振
興
協
会
が
誕
生
し、

市
内
外

の
催
し
も
の
や
物
産
展
に
出
品
し

て
い
ま
す
。

同
協
会
の
推
せ
ん
し
た
も
の
を

紹
介
し
ま
す
。

工
芸
品
及
び
雑
貨

。
三
彩
焼

。
真
珠

。
松
原
鎌

・
包
丁

郷
土
玩
具

。。 。

竹細工工芸品 工芸わ品ら 人葺黒丸踊

菓
子
類

。
ヵ
ス
テ

l
ラ

。
琴
乃
海

。
じ
ゃ
が
た
ら
鰻
棒

。
箕
島

。
梅
ケ
枝
焼

。
兵
児
葉
寿
司

(
オ
コ
シ
)

。
ヵ
ジ

コ
ロ
も
ち

農
林
産
物

。 。 。 。 。 。 。

産噌回 ぷどう 福重梨 カ不γlI いちと んみかジユ 人参単回 I 

物漬
ヨ

ン ス

水
産
物

。
味
の
り

。
ほ
し
魚

・
海
草
類

。
錦
鯉

食
べ
物

。
大
村
寿
司

。
チ
ャ
ン
ポ
ン・

皿
う
ど
ん

め
ん

消

費

経
済
成
長
に
と
ぢ

な
い
生
活
水

準
は
向
上
し
、

質

・
量
と
も
に
豊

か
に
な
り
ま
し
た
が

一
方
で
は

危
害
商
品
や
不
当
表
示
不
当
販
売

な
ど
の
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す

今
年
一
月
五
日
か
ら
施
行
さ
れ

買
物
の
苦
情
は

者

政

行

モ

制

度

タ

た
「
県
民
の
消
費
生
活
の
安
定
及

び
向
上
に
関
す
る
条
例
」
に
よ

っ

て
、
賢
い
消
費
者
と
な
る
た
め
の

情
報
提
供
や
講
習
会
の
開
催
、
紛

争
解
決
、
苦
情
処
理
を
受
付
け
て

い
ま
す
。

商
工
観
光
課
文
は
県
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

退

職

金

共

済

制

度

市
内
の
事
業
所
で
働
く
、
従
業

員
の
福
祉
の
向
上
と
、

雇
用
の
安

定
を
図
る
目
的
で
大
企
業
従
業
員

な
み
の
退
職
金
を
支
給
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
他
市
に
先
が
け
て

毎
月
の
掛
金
の
う
ち
、
二
百
円
を

限
度
に
助
成
し
て
い
ま
す
の
で
ま

す
ま
す
優
利
な
制
度
に
な
っ
て
い

ま
す
。

加
入
希
望
の
事
業
所
は
、
商
工

会
議
所
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。
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下
水
道
で
美
し
い
自
然

快

適

な

生

活

環

境

を

私
た
ち
が
生
活
を
営
む
う
え
で

水
は
色
々
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま

す。

※ 

健

康

宏

台
所
、
風
日
、
洗
た
く
な
ど
に

欠
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
工

場
な
ど
で
も
多
量
の
水
が
使
わ
れ

時

愛

の

て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
役
立
っ
た
水
も
、
そ

の
ま
ま
汚
水
と
し
て
川
や
海
に
捨

て
ら
れ
る
と
、
水
質
を
汚
濁
し
て

魚
が
住
め
な
く
な
っ
た
り
、
悪
臭

を
発
生
さ
せ
た
り
し
ま
す
。

そ
う
し
た
汚
水
を
集
め
て
処
理

し
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
自
然
界

に
も
ど
す
役
目
を
す
る
の
が
下
水

道
で
す
。

「
波
静
か
で
風
光
明
娼
な
大
村

湾
」
、
乙
の
美
し
い
自
然
は
私
た

ち
の
永
遠
の
顕
い
で
あ
り
、
こ
れ

を
守
り
通
す
乙
と
が
責
務
で
も
あ

り
ま
す
。

み
ん
な
が
協
力
し
て
、
一
日
も

早
く
下
水
道
を
整
備
し
て
「
水
と

緑
と
花
に
つ
つ
ま
れ
た
き
れ
い
な

町
」
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

交
通
遺
児
な
ど
へ
貸
付

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

浄水管理センター建設工事写真

自
動
車
事
故
対
策
セ
ジ
タ
ー
で

は
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
交
通
遺

児
ま
た
は
自
動
車
事
故
に
よ
り
重

度
の
後
遺
障
(
自
動
車
損
害
賠
償

法
に
定
め
る
一
級

t
三
級
ま
で
の

障
害
)
が
残
っ
た
人
の
干
弟
(
遺

児
)
で
、

O
歳
か
ら
中
学
を
卒
業

す
る
ま
で
の
人
に
対
し
て
貸
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
該
当
者

は
ご
利
用
下
さ
い
。

「
貸
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
〕

{

る

人

」

遺
児
ま
た
は
そ
の
保
護
者
が
次

献
血
を
グ
・

の
ど
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
場
合
で

す。川
市
民
税
を
納
め
て
い
な
い
人

同
市
民
税
の
均
等
割
だ
け
を
納
め

て
い
る
人

州
国
民
年
金
保
険
料
の
減
免
猶
予

を
受
け
て
い
る
人

同
世
帯
更
正
資
金
の
貸
付
を
受
け

て
い
る
人

同
市
教
育
委
員
会
か
ら
就
学
援
助

を
受
け
て
い
る
人

付
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
人

6
月

は

幻

日

…
@
転
居
の
届
出
は

聞
お
忘
れ
な
く

一
届
け
が
あ
り
ま
せ
ん
と
大
切

な
郵
便
物
が
着
か
な
か
っ
た
り

一
遅
れ
た
り
し
ま
す
。

届
け
を
さ
れ
ま
す
と
、
旧
住

一
所
あ
て
の
も
の
も
届
出
の
日
か

…
ら
一
年
間
は
新
住
所
へ
お
回
し

一
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご

↑
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

…
@
家
庭
に
は
ぜ
ひ

一
郵
便
箱
の
設
置
を

↑
受
箱
の
設
置
が
あ
り
ま
せ
ん

と
大
切
な
郵
便
物
が
遅
れ
た
り
・

汚
損
、
き
損
、
亡
失
の
お
そ
れ
-

が

あ

り

ま

す

。

一

受
箱
に
は
住
所
、
家
族
名
を
.

は
っ
き
り
と
お
書
き
下
さ
い
。
-

受
箱
ご
入
用
の
方
は
、
郵
便
…

局
で
お
世
話
し
ま
す
の
で
お
知
一

ら
せ
下
さ
い
。

※
最
近
、
表
札
の
販
売
に
つ
い
一

て
苦
情
を
守
つ
け
て
い
ま
す
が

郵
便
局
で
は
全
然
取
扱
っ
て
一

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
一

郵

便

局

か

ら

お

願

い

刷
所
得
税
を
納
め
て
い
な
い
人

同
生
活
保
護
を
必
要
と
す
る
状
態

の
人
(
要
保
護
者
)

刈
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

〔
貸
付
の
内
容
〕

川
貸
付
の
額
は
じ
め
に
一
時
金

十
万
五
千
円
、
貸
付
期
間
中
毎

月
一
万
円
、
小
・
中
学
校
入
学

時
に
入
学
支
度
金
二
万
八
千
円

同
貸
付
期
間
貸
付
が
決
っ
た
月

か
ら
中
学
卒
業
の
月
ま
で

川
利
子
無
利
子

同
返
還
の
期
限
中
学
校
卒
業
か

ら
六
カ
月
ま
た
は
一
年
据
置
い

市

役

刊
時

1
U時

所

前

(
大
村
郵
便
局
)

た
あ
と
二
十
年
以
内

同
返
還
方
法
割
賦
(
年
賦
、
半

年
賦
、
月
賦
の
う
ち
か
ら
選
択
)

に
よ
る
均
等
払
い
で
返
還

同
返
還
の
猶
予

中
学
校
卒
業
後

高
校
、
大
学
な
ど
に
進
学
し
た

時
は
そ
れ
を
卒
業
す
る
ま
で
の

期
間
返
還
を
猶
予
す
る

※
詳
し
く
は
自
動
車
事
故
対
策
セ

ン
タ

l
長
崎
支
所
(
長
崎
市
五

島
町
一

l
一
二
第
百
生
命
ピ
ル

五

階

雷

長

崎

@
l
八
八
五

一一一)へ
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※ 

6
月
は
市
県
民
税
一

期
分
の
納
期
月
で
す

恒例になったノイジパン祭り が5月14日、 金魚す くい
や焼とりなど色んな出居が並んだ桜田の堀周辺で行わ
れました。乙の日はあいに くの雨でしたが、 1万人も
の人が集まり 、職場対抗歌合戦や人形劇など多彩な催
しでにぎわいました。

東変通事故をストップ

200人が参加

交通安全意識を高めてもらおうと 5月14日、県警音
楽隊、カラーガード隊を招いて交通安全パレードがあ
りました。乙のパレードは、最近事故が倍増している
ため 200人が参加して行ったもので、プラカードをか
かげ、チラシを配り道行く人に呼びかけました。

パレードに

寡婦25人を招き表彰
市のマーク入り金杯を贈る

市は 5月14日、福祉センターに永年未亡人として一
家を支え、子供の養育を全うし社会に貢献された寡婦
25人を招き、戸島市長が表彰状と市のマークが入った
金杯を贈って労をねぎらいました。おめでとうござい
まし7こ。

南北

心身ともに健やかに

市長が児童福祉施設を訪問

児童福祉週間の 5月10日、戸島市長が贈りものを持
って光と緑の園と大村子供の家を訪問、子供たちは市
長の突然の訪問に大喜乙びでした。今年は国際児童年
ですが、次代を担う子供たちが、よい環境のなかで心
身ともに健やかに育ってほしいものです。

パンパン祭りに1万人

家族づれなどでにぎわう

西
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お
し
ら
せ

塗
一
射
と
検
診

-
麻
し
ん
(
は
し
か
)

予

防

接

種

本
年
度
の
麻
し
ん
(
は
し
か
)

の
予
防
法
橿
は
個
人
接
種

(該
当

者
が
直
接
病
院
へ
行
っ
て
接
種
を

受
け
る
)
で
す
。
次
の
要
領
で
行

い
ま
す
の
で
該
当
者
は
も
れ
な
く

受
け
て
下
さ
い

Q

一
一
議
一

一
一
相
一

一
登
記
相
談

一

(

毎
月
第
二
金
曜
日
)

一

日

時

六

月

八

日

午

前

九

一

時

三

十

分

t
正
午

一
行
政
相
談

一

(

毎

月

第

二
木
曜
日
)

接
種
期
間
六
月
一
日

t
十
二
月

二
十
八
日

接
種
目
時
各
医
院
で
指
定
さ
れ

た
日
時
(
事
前
に
医
院
に
ご
相

談
下
さ
い
)

該
当
者
生
後
十
八
カ
月

t
三
十

六
カ
月
の
幼
児
を
対
象
と
し
ま

す
が
、
満
六
歳
ま
で
の
幼
児
で

麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な

い
幼
児
及
び
予
防
接
種
を
受
け

て
な
い
幼
児
は
受
け
ら
れ
ま
す

(
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

日

時

六

月

十

四

日

午

前

~

九
時
三
十
分

t
正
午

法

律

相

談

一

(毎
月
第
三
木
曜
日
)
一

日

時

六

月

二

十

一

日

午

-

前
九
時
三
十
分

t
午
後
三
~

時

…

・」

※ 

節
水
で

生
か
そ
う

守
ろ
う る

幼
児
に
限
る
)

接
種
料
金
無
料

接
種
医
院
原
医
院
、
上
回
医
院

寺
井
医
院
、
松
尾
医
院
、
近
藤

医
院
、
朝
長
医
院
、
沢
田
医
院

桝
本
医
院
、
牧
山
医
院
、
長
崎

医
院
、
松
井
医
院
、
与
那
城
医

院
、
今
田
内
科
医
院
、
出
口
小

児
科
医
院
、
田
川
小
児
科
医
院

お
願
い

o

接
種
の
際
は
母
子
健

康
手
帳
を
ど
持
参
下
さ
い

。
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
る
と

前
後
約
一
カ
月
は
他
の
予
防
接

種
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

医
院
に
ご
相
談
下
さ
い

※
詳
し
く
は
生
活
環
境
課

へ

-1歳

6
カ
月
児

健

康

診

査

乙
の
頃
は
、
赤
ち
ゃ
ん
時
代
を

卒
業
し
て
、
か
ら
だ
や
心
の
成
長

に
と
っ
て
大
切
な
時
期
で
す
。

対
象
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
生

ま
れ
の
幼
児
で
す
が
、
同
年
九

月

t
十
月
生
ま
れ
で
、
ま
だ
健

慶
診
査
を
受
け
て
い
な
い
幼
児

も
受
診
し
て
下
さ
い

日
時
六
月
十
九
日
、
二
十
二
日

午
後
一
時
三
十
分

1
二
時
受
付

場
所
市
役
所
第
一

会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

水
資
源

!ま空機年す航 を
!し襲 B 十が空市放あ N
l いを 29月、廠内送あ H
i犠 受に二乙殉協し・ K ~ 
;牲けよ十の職和ま大長、Tω;
i者、る五あ者町す村崎 N あ!
:を約一日た慰に Q 航で ττ ・ ! 
i出三時、り 霊第 空は口大'

し 百 間 米 が 塔 ニ
ーた入 半空昭 が十 H 九 K 村 i
E 乙のに 軍 和あ一 定州 r llF肯 t

iとい及爆十り海 ~'79 ブL ;;b 
iをた ぷ撃 九ま 軍 とうで .::t:. 

州 廠!
!ら二 て今働日 ま知 | 
!奉十乙お、合々当しる '79 I 
!仕五のら胸ざを時た人ι

!を日 慰 れ中か送、。は、、 a 

i 続 の 霊 るにりつ大 段
t け供 塔 でどとた村 々 苛t[
iて 養 P しんな方航 少
.いな建よなっ々空 な J羊 : 
j る ど 設 う 恩 て も 廠 く~
! 奉 、 か か い い 五 で な ' 
!賛ひら。をま十青 っ ' 
t 会た毎 持す代春 て E 

I のす月 つがのの き i 

a 題 放航し戦様たた皆!
i 大 名 七 送 空 な 問 、 熊 め さ ;
; 村 時日廠ど機さ本にん!

航 N 三 をを「ら県母方!
N 空日十六ふお雷に御校や'
H 廠 K 分 月りり 電 B 船に殉 t
K r-..九か二か込L.29町慰職 i

i長仮州 ら十えみのにや霊し a
i崎題 79 ーりなそ体唐碑た i
.放--， 日まがの当 津 を同;
:送」あ すら後り市つ級!
! 局 あ 午。大のしのく生!

後 村話た模つのー
し，ー'ー'ー'ー'ー，ー'ー---ー'ー，ー'ー'ー'ー'ー，ー---ー，ー____1

下
さ
い
。

試
験

場
所

市
民
体
育
館

。
農
業
用
品
目
毒
物
劇

物
取
扱
者
試
験

O
特
定
品
目

参
加
資
格
大
村
在
住
、
在
勤

在
学
者
に
限
る

話

験

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

。
中
学
男
・
女

種
目

※
詳
し
く
は
大
村
保
健
所
(
雷
③

ー
二
一
九
一
二
)
へ

一
般
(
高
校
)
男
・

女
の

A
B
ク
ラ
ス

-
毒
物
・
劇
物

※

ωAは
中
級
以
上
の
ク
ラ
ス
、

B
は
初
級
ク
ラ
ス
と
す
る

凶
高
校
は

A
ク
ラ
ス
と
す
る

取

扱

者

試

験

ス
ポ

ツ

日
時

七
月
五
日
午
前
十
時

(筆
記
と
実
技
試
験
)

-
春
季
車
球
選
手
権
大

参

加

料

中

学
二
百
円
、

高
校

・

一
般
三
百
円

種 場
別町林崎所

) 試 市

O 験 魚
一 場の長
般 講 町崎
毒堂 ) 赤
物(十
劇諌。字
物 早長会
取 市崎 館
扱員県(
者 津農長

申
込
締
切

六
月
十
三
日

会
(
シ
ン
グ
ル
ス
〉

申
込
先

向
陽
ス
ポ
ー
ツ
本
庖

主
催

大
村
卓
球
協
会

日
時

六
月
十
七
日
(
日
)

後
催

午
前
十
時
試
合
開
始

市
教
育
委
員
会

‘ 



昭和54年 6月 1日
UlllnlllIlIIlIIOIllllllllllllnllH酬1II1IH1tlllllllllllllunlllllllllllllllllllllllllll山1111111111111川IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIII"，

おおむら市政だより
4

・・AH
U
 

『
d
e
}

み
ιコ

募

;集

-
青
年
教
室
生

〈

A
コ
i
ス
)

「
若
人
よ
楽
し
い

仲
間
づ
く
り
を
や
ろ
う
」

青
年
期
に
必
要
な
知
識
や
技
能

を
学
習
し
、
青
年
と
し
て
の
教
養

と
仲
間
づ
く
り
を
行
う
青
年
教
室

生
を
募
集
し
ま
す
。

期
間
六
月
十
九
日

t
九
月
十
七

日
ま
で
(
主
に
毎
週
火
曜
日
、

午
後
七
時

t
九
時
)

場
所
主
に
中
央
公
民
館

対
象
勤
労
青
年
男
・
女

「スポーツなどの相談は l 

体育指導委員へー」

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
ェ

l
シ
ヨ
シ
の
季

節
で
す
。

市
教
育
委
員
会
は

皆
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
ェ

l
シ
ヨ

ジ
の
た
め
に
下
表
の

と
お
り
体
育
指
導
委

員
を
任
命
し
て
い
ま

す。
各
地
域
の
体
育
振

興
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー

と
し
て
、
ど
相
談
下

，、.、，内】・

ー=、
1
v

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

定

員

二

十

入

学
習
内
容
。
ふ
る
さ
と
を
語
る

青
年
の
つ
ど
い
(
楽
し
い
つ
ど

い
を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り
、
ふ

る
さ
と
運
動
実
践
の
意
欲
を
高

め
よ
う
)

。
青
年
と
地
域
活
動
(
講
義
)

。
ふ
る
さ
と
を
語
る
(
討
議
)

。
ふ
る
さ
と
の
再
発
見
(
討
議
)

。
伝
統
工
芸
、
ふ
る
さ
と
の
つ

ど
い
〈
実
技
)

。
ふ
る
さ
と
に
生
き
る
(
講
演
)

。
共
に
語
ろ
う
(
討
議
)

。
野
外
活
動
(
キ
ャ
ン
プ
・
リ
l

ダ
ー
と
し
て
の
知
識
、
技
能
を

体
得
し
よ
う
)

。
キ
ャ
ン
プ
・
リ
ー
ダ
ー
に
望

む
(
講
義
)

|遺言|電話|

朝野三郎門竺!体操・陸上 l.flJA12-4378 

技特所住名氏

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

。
移
動
学
習
、
野
草
料
理
(
講

義
・
実
習
)

。
野
外
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の

実
際
(
演
習
)

。
キ
ャ
ン
プ
の
魅
力
に
つ
い
て

(
討
議
)

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

申
込
方
法
六
月
十
八
日
ま
で
に

電
話
で
社
会
教
育
課
へ

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま

す
。

-
青
年
団
員

「
地
域
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
を
」

市
内
の
各
青
年
団
で
は
新
し
い

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ

l
シ
ヨ

ン
、
文
化
、
学
習
な
ど
の
活
動
を

通
じ
て
、
地
域
づ
く
り
・
仲
間
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
青
年
団
に
加

入
し
ま
せ
ん
か
。

〔
閉
会
せ
先
〕

三

浦

原

④

l
一
七
一

O

鈴

田

岩

本

④

|

一

九

九

二

玖

島

中

山

②

l
四
三
二
三

西

大

村

藤

崎

②

l
四
二
二
五

萱
瀬

出

口

⑥

|

三

七

一

四

竹

松

大

杉

⑤

|

一

二

一

一

福

重

森

⑤

l
一
三
二
五

松

原

末

松

@
l
一
四
八
五

の
各
青
年
団
へ

青
年
団
体
、
グ
ル
ー
プ
、
サ
ー

ク
ル
に
関
す
る
乙
と
は
社
会
教
育

課
へ
、
ま
た
、
新
し
い
団
体
、
グ

ル
ー
プ
を
結
成
さ
れ
た
と
乙
ろ
は

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

• 警

察

-. 
届

受
付
期
間
六
月
五
日

t
二
十
日

一
次
試
験
八
月
五
日

受
験
資
格
昭
和
二
十
七
年
四
月

一一日

I
昭
和
三
十
三
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
れ
た
男
子
(
大
学

卒
業
者
ま
た
は
卒
業
見
込
者
)

※
詳
し
く
は
警
察
署
、
派
出
所
、

駐
在
所
へ

-
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

選

手

募
集
締
切
六
月
十
八
日

推
選
試
験
六
月
二
十
一
日

年
齢
昭
和
二
十
九
年
十
月
一
日

ー
昭
和
三
十
六
年
九
月
三
十
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

養
成
期
間

一
カ
年

※
詳
し
く
は
社
団
法
人
・
長
崎
県

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
(
玖

島
郷
一
五
、
宮

@
l六
一
九
四
)

-
作
文
・
論
文

テ
ー
マ

「
未
来
の
都
市
大
村
」

私
の
考
え
る
明
日
の
大

村

応
募
方
法
原
稿
用
紙
の
枚
数
の

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

副
題

①
住
所

@
年
齢

@
氏
名

④
学
校
名

@
学
年

応
募
締
切

七
月
三
十
一
日

送
付
先

社
団
法
人
・
大
村
青
年

会
議
所
事
務
局
(
抗
出
津
一
丁

目
七
七

O
)

表
彰一

般
・
大
学
の
部
〔
最
優
秀

作
品
〕
表
彰
状
と
副
賞
三
万
円

〔
佳
作
〕
表
彰
状
と
副
賞
一
万

円
。
高
校
の
部
、
中
学
の
部
、
小
学

の
部
〔
最
優
秀
〕
表
彰
状
と

一
万
円
相
当
の
賞
品
〔
佳
作
〕

表
彰
状
と
五
千
円
相
当
の
賞
品

|塚崎

※
詳
し
く
は
青
年
会
議
所
へ



日2りおお む

-
出
張
所
管
理
人

市政だより

入
居
場
所
三
浦
出
張
所

管
理
人
室
の
間
取
八
畳
、
六
畳

台
所
、

浴
室

申
込
期
限
六
月
十
五
日

入
居
条
件
配
偶
者
の
あ
る
人
で

平
日
は
午
後
五
時
か
ら
翌
朝
八

時
半
ま
で
、
土
曜
日
は
正
午
か

ら
、
日
曜
祭
日
は
終
日
管
理
で

き
る
人

※
詳
し
く
は
市
人
事
課

へ

-
第
叩
回
簡
易
保
険
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

小
学
校
五
・
六
年
生

中
学
校
一

t
三
年
生

作
品
題
次
の
ど
れ
か
を
選
ん
で

く
だ
さ
い

⑦
課
題

「

簡

易
保
険
」
に
関

係
の
あ
る
も
の

@
自
由
題

長
さ
四
百
字
づ
め
原
稿
用
紙
五

枚
以
内

あ
て
先
大
村
郵
便
局
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い

締
切
六
月
三
十
日

入
選
発
表
十
月

応
募
資
格

※ 
(詳し知 入
電しまし選
②くす、者
|は賞に
二大 状は
八村 、学
O 郵賞校
一便 品を
) 局 を 通
へ保 おじ
険渡て
課 し通

-
婦
人
健
康
ク
ラ
ブ
員

内
容
リ
ズ
ム
運
動
、
フ
ォ
ー
ク

ダ
ジ
ス
、
そ
の
他
の
軽
ス
ポ
l

y
 

対
象
一
般
婦
人

日
時
毎
週
水
曜
日

t
正
午

場

所

市

民
体
育
館

申
込
先

松
尾
千
津
子
さ
ん
(
乾

午
前
十
時

日

中

友

好

の

翼

山

大
村
市
親
善
訪
中
団
を
計
画

P

長
崎
空
港
'
を
も
っ
大
村
詳
し
い
乙
と
は
正
式
に
決
ま
山

川
市
か
ら
中
国
を
訪
問
し
、
各
界
り
し
だ
い
市
政
だ
よ
り
で
お
知
円

の
方
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
ら
せ
し
ま
す
が
、
そ
の
際
は
市
川

~
相
互
の
信
頼
を
深
め
る
た
め
、
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ど
参
加
川

九
十
月
初
旬
の
予
定
で
「
日
中
友
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
好
の
翼
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
-
※
詳
し
く
は
企
画
課
へ

-
防
衛
序

共
済
組
合
職
員

馬
場
住
宅

D
1
2
号
、
宮
③
|

五
七
八
三
)
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三
城
町
)
五
十
万
円
を
大
村
子
一

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

供
の
家
ヘ

マ
杉
原
敦
子

宮

一

の
原
二
丁
目
)
七
千
円
を
大
村
一

・
亡
母
セ
ツ
)
二
十
万
円
マ

子
供
の
家
へ

マ
吉
田
敏
(
上
一

一

山
香

典

返

し
ι

敬
称
略

今
里
初
雄
(
松
山
町
・
亡
父
覚
)

-

按

寄

付

敬

称

略

小

路

)

衣
類
数
十
点
を
慈
恵
荘

一

三
万
円

マ
福
尾
稔

(
玖
島
郷

へ

マ
佐
古
亮
尊
(
杭
出
津
町
)
一

-

社

会

福

祉

事

業

費

へ

社

会

福

祉

事

業

費

へ

柏
餅
八
十
個
を
慈
恵
荘

へ

一

一

マ

古
賀
昇

(池
田
新
町
・
亡
妻

・
亡
母
レ
イ
)
三
万
円

マ
林
マ
横
田
肇
(
池
田
一
丁
目
)
一

輝
男
(
桜
馬
場
二
丁
目
・
亡
え
万
円

マ
山
口
等
(杭
出
津
郷
)

清

和

園

へ

一

一

智
恵
子
)
十
万
円

マ
梶
原
千

，

八

千

七

百

十

二

円

マ
川
口
正

マ
本
経
寺
拍
餅
百
個

マ
岩

一

一

枝

子

(

今

村

郷

・

亡

夫

昭

則

)

隆

一

)

三

万

円

昭

(

小

路

口

本

町

)

五

万

円

永

光

生
(
西
本
町
)
カ
!
?
一

一
二
万
円

マ
砺
山
致
運
(
乾
馬

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

シ
ヨ

ン
六
十
本
、

菓
子
六
十
個

一

マ
赤
水
清
春

(
本
町
二
丁
目

)

ア

メ

六

十

個

マ
高
原
生
花
庖

一

場

郷

・
亡
父
貞
度
)
金

一
封

マ

猪

股
登
(
一
の
郷
・
亡
母
エ

三
万
五
千
五
百
三
円
を
大
村
子
(
本
町
二
丁
目
)
カ
l
ネ

l
シ

一

一

マ
福
田
正
四
郎

(
諏
訪
三
丁
目
ン
)
十
万
円
を
慈
恵
荘
へ

供
の
家
ヘ
マ
松
尾
今
吉

(

西

ヨ

ン

八

十

本

一

募
集
人
員
〔
物
資
販
売
係
〕
十

八
歳

t
二
十
二
歳
ま
で
の
高
卒

の
独
身
女
性
一
人

〔
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
〕
十
八
歳

l

二
十
三
歳
ま
で
の
中
卒
ま
た
は

高
卒
の
独
身
女

性

一

人

勤
務
場
所

陸
上
自
衛
隊
大
村
駐

と
ん
地
内

勤
務
時
間
〔
物
資
販
売
係
〕
午

前
十
時

t
午
後
七
時
(
日
曜
祭

日
は
休
み
)

〔
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
〕
午
後
二
時

l
午
時
九
時
三
十
分
(
第

て

第
三
日
曜
及
び
祭
日
は
休
み
)

待
遇

身
分
は
防
衛
庁
共
済
組
合

職
員
で
、
高
卒
の
初
任
給
は
七

万
二
千
九
百
円
、
ほ
か
に
超
過

勤
務
手
当
、
通
勤
手
当
が
支
給

さ
れ
る
ほ
か
売
上
げ
に
応
じ
た

精
勤
手
当
が
支
給
さ
れ
る

願
書
締
切
六
月
十
二
日

。
履
歴
書
(
写
真
添
付
)
一
通

。
健
康
診
断
書

一
通

試
験
及
び
面
接

六
月
十
四
日

簡
単
な
筆
記
試
験
、
珠
算
実
技

面
接

申
込
先
・
問
合
せ
先
大
村
駐
と

ん
地
業
務
隊
厚
生
科
共
済
班

雷
②
1

二
三
三
内
線
二
一

電
話
局
で
は

あ
り
ま
せ
ん

ー
電
話
消
毒
器
の
販
売
|

最
近
、
電
話
局
と
ま
ぎ
ら
わ

し
い
名
称
の
業
者
が
「
電
話
局

か
ら
委
託
さ
れ
て
き
た
'
一
な
ど

と
い
っ
て
、

電
話
用
消
毒
器
の

訪
問
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
が

電
話
局
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん

電
話
機
に
取
付
け
る
器
具
類

の
中
に
は
、
そ
の
取
付
け
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
の
で
購
入
さ
れ
る
場
合
は
電

話
局
へ
ど
相
談
下
さ
い
。

(
大
村
電
報
電
話
局
)
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